
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖東地区 

湖東地区まちづくり協議会発行 200９．５ 

 

皆さんも、お出かけの際は、ぜひ 

「ちょこっとバス」をご利用下さい！ 
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「どんぐり作業所」は、北花沢町で、昭和56年作業所として開所され、平成13年 
より社会福祉法人として活動されています。 
作業所には、東近江市内はもちろん、遠くは、伊香郡や高島市などからの30人の皆 

さんが在籍されており、９名の職員がお世話されています。 
平成20年度現在、8社から受注した仕事をこなし、自主製品の『塩きり鮒』も加工 

・販売されています。 
「体にハンディを持つ人たちは、なかなか仕事に就く機会に恵まれないことが多くあります。ここでは、『安心・安全 みん

なの笑顔 仲良いところ』をスローガンに仲間との出会いを大切にしながら仕事をする機会を持っていただき、社会参加と自立
を目標に頑張っています」と話していただきました。 
皆さんの生活は、朝9：30からの朝の会・お昼の給食・夕方4：30からの反省会までを日課に、花見や湖東第3小学校

との交流などの年間行事をされています。 
職員の方が、「作業所は、作業を行う学校」とおっしゃったのが印象的でした。 

『塩きり鮒』は、味咲館でも販売していますので、ぜひ、お買い求め下さいとのことです (^O^) 

～訪問日記～ 社会福祉法人 花の木会「どんぐり作業所」と「湖東障害者生活ホーム」 

 
 
仲間との出会い大切に 

 

 

 

昨年１０月にソフトボールチームを結成し、月に数回練

習をされている横溝出屋敷町の皆さんの紹介です。 

４月１１日、桜が満開の横溝出屋敷グランドで、監督の

谷さんにお話を聞きました。 

チーム名は、「橫出ソフトボール同好会」で、愛称を現在

思案中だそうです。チームの人数は１６名で、最年長の  

６６歳の方も練習に参加されているとのことです。 

ふだん体を動かすことが少なくなってきているので、 

ソフトボールで体を動かし、いつまでも健康でいられるよ

うにチームを結成されたそうです。 

今後の活動については、「もうしばらく練習してから試合

をしたい。ソフトボールがメインですが、親睦を深める意

味でほかの行事なども行っていきたい」と抱負を語ってい

ただきました。 

また、６月には練習後、グランドで焼き肉パーティーを

予定されているようです。 

取材して、コミュニケーションの場としても皆さん楽し

まれていたように感じました。（小島） 

まち協だより 
 

コトナリエ実行委員会では、今年のコトナリエを 

８月８日（土）～１５日（土）に開催する予定で準備を   

進めています。 

今年も、イルミネーション点灯に使用する電力を、環境

にやさしい「バイオディーゼル燃料」を使用したディーゼ

ル発電機でまかなう予定です。 

そこで、「バイオディーゼル燃料」の原料となる使用済み

の天ぷら油がたくさん必要となります。 

６月７日（日）には、各自治会の公民館前等でご家庭の

使用済み天ぷら油を回収する予定ですので、その節にはご

協力をよろしくお願いします。 

また、６月２０日（土）からは、毎土曜日・日曜日に   

イルミネーションの設営作業を始めます。２５万球を飾り

付けるには相当の人手が必要となります。たとえ１時間の

お手伝いでも結構ですので、ぜひ皆さんのご協力をよろし

くお願いします。 

使用済みの天ぷら油で 

“コトナリエ” 

が点灯します 
 

自治会紹介① 横溝出屋敷町 
 

どんぐり作業所の隣地には、「湖東障害者生活ホーム」があります。 
現在のホームは、平成11年5月に開所されました。ホームには、遠方のため作業所 

へ通うのが困難な方など、現在14名が入所されています。 
食事や入浴などは共同ですが、部屋は各個室となっています。食事や洗濯は、ホーム 

で準備しますが、『身辺自立』を目標としているので、掃除などは自分達で出来ることは 
皆さんでされています。 
「ホームは、ショートステイでの利用もできますよ」というお話でした。 

作業所及びホームをご利用、ご希望の方は、湖東支所を通じてお申し込み下さいとのことです。（Ｂｙ 裕子） 

身辺自立を目指して 
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大学生のときに養護施設のボランティアをして、   

子どもたちの助けになりたいと思い、先生となられた 

とても心優しい、長田先生です。 

「子どもたちと一緒に感動し、喜びを分かち合える

先生になりたいです」 

インタビュー中も笑顔一杯で、元気に答えていただ

きました。 

目標に向かってがんばってください！！(良樹) 

 

長田 先生 

（湖東第三小学校２年生担任）  

山田 先生 

（湖東第一小学校２年B組担任）  

小学４年生の時、自分のことをしっかり見てくれて、

色々なチャンスを与えてくれた先生と出会った頃から、

先生になりたいと思っていました。 

子どもたちには勉強でも仲間づくりでも、♪ 学校、

楽しい ♪ と思ってもらえる、クラスにしたいそう 

です。学生時代は、野球部のマネージャーでした。 

野球好き ＊阪神ファン＊ 

えくぼがチャームポイントの山田先生です。(Kaorin) 
 

小学校の頃は、熱を出して保健室に通うことが多かっ

た木村先生。おでこに手をあてて優しくしてもらい、 

また、高校の進路相談にも、のっていただいた先生にあ

こがれて夢を実現。 

具合の悪い子が笑顔になって教室に戻れ、みんなが元

気で学校に来てくれるお手伝いができる先生を目指し

て頑張ります。 

子どもたちには、自分のことはもちろん、他の子の 

心も体も気づかってくれる子に育ってほしいそうです。 

高校では陸上部で、やり投げをされていたそうです

よ！ (Kaorin) 

 

自治会長 武田忠明 

「鋳物のふるさと」として古くから親しまれてきた 

長自治会。65軒、241名の住人が支えております。 

最近、高齢化と危惧されていますが、なかなかどうし

て、若い力は元気に輝いています。 

３年に一度、豊満神社大祭での御輿かき番は、若い  

力が試される瞬間です。守義社メンバー、そして町内外

からもＯＢが駆けつけてくれ、「いざ、鎌倉」 

ならぬ「いざ、長」の心意気で頑張ってくれました。 

若い力はお年寄り共々、 

町の大きな財産です。 

「長
おさ

は俺らにまかしとき！！」 

自治会だより ② 長町 
 

木村 先生 

      （湖東第一小学校養護教諭）  

にゅ～フェイス 



＜編集・発行＞ 

湖東地区まちづくり協議会  
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“ザ・便利屋”＆ ㈱サワエンジニア の 澤
さわ

 文
ふみ

登
と

茂
も

 さんをご紹介します。          

「便利屋」というと、様々な依頼があるのでは…？ 

「はい。最近だと、TVでも話題の俗に言うゴミ屋敷のような雑多な物が高く詰め込ま

れた部屋の掃除の依頼がありましたね。」 

へぇー、この辺でもあるのですねぇ。ところで、文登茂さんは、仕事はもちろん、    

商工会青年部で、コトナリエにも熱心に関わっておられますが・・！？ 

「飾り付け作業は本当に暑く大変ですが、来場される方々が感嘆の声をあげて喜んでお

られることを見聞きすると、嬉しくて、それまでの辛さも忘れます。また、そんなコト

ナリエにスタッフとして関われていることを誇りに思います。」とおっしゃいます。 

「仕事もコトナリエも、外からは見えない部分の作業がとても大切ですから、手を抜か

ず精一杯やって完成した時の達成感は、何物にも替え難いものです。」とも。 

「とにかくウチの家族は仲が良いんです。」とおっしゃる文登茂さん。幼い頃から  

両親から人に対する礼儀や挨拶は、しっかりするように教えられた、と話されるとおり、

礼儀正しく明るい（ちょっぴりシャイな）好青年。 

将来は、自身も仲の良い賑やかな楽しい家庭を持ちたいと、少し照れながら語って 

いただきました。 

彼と関わったら、爽やかな気持ちになれること間違いナシですヨ！    (Naomi A.) 

 

“ザ・便利屋 Sawa ” 

中一色町712-2番地  ℡ 0749-45-3360 

 

４ 

<<お便りはこちらまで>>  suki-koto@e-omi.ne.jp 

ぐるっと友達の輪！   寺村 由美 さん （平柳町） 

 

この人を紹介   澤 文登茂（ふみとも）さん （中一色町） 

寺川 頼子さんのお友達で、今回は、八日市アピア専門店街「Hair Studio NIO」
で勤務する、寺村 由美 さんをご紹介します。 

 
笑顔で出迎えてくれた由美さんが美容師を目指したきっかけは、高校３年生の

時、ヘアスタイルがなかなか決まらず、「自分に一番似合うスタイルは？」と思
ったのがきっかけでした。 

自分と同じ思いをしている人がいるはず、その人に似合う、ヘアスタイルを 
提案してみたいと想い、美容学校への進学を決意した。 
「仕事で楽しいことは、お客様とコミュニケーションが取れたときですね。取れ
ないときは、落ち込むこともありましたが、笑顔と大きな声で乗り越えてきまし
た」 

お母さん、お兄さん、お姉さん、ときには、お父さんのカットもする、優しい  
由美さんです。 

「私を知っている人も、これから出会う方とも一緒に笑っていきたい。気軽に
相談して下さいね！」 

ぜひ、皆さんも、笑顔の素敵な彼女に会いに行ってあげて！（純子） 

 

問題 今年の父の日はいつ？  
               １ ６月２１日 
               ２ ６月２８日 
正解者には、「湖東商工会三方よし」の商品券 5000 円分  

【ザ・便利屋 Sawa提供】を１名の方にプレゼントします。 
応募方法   官製はがき、ＦＡＸまたはメールで、答えと、

あなたの住所、氏名、電話番号、感想を記入の
上、事務局までお送り下さい。 

締め切り： ６月１０日（水）必着 

クイズだよ！  
 

笑顔と大きな声が、みんなを明るくする美容師 

お母さんからの応援メッセージ 

『クヨクヨしない、少々のことではひるまない貴女から元気パワーもらっています。いつまでも、その笑顔を大切に！』 

 

 猫の手よりも 

ザ・便利屋Ｓａｗａ 
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